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第Ⅲ章 

地 域 別 構 想 

 



- 44 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



- 45 - 

Ⅰ．地域区分の考え方 

 

本町の都市計画区域内人口分布は、十勝川を挟んで帯広市に隣接した木野・宝来市街地、北側に

位置し役場などの公共施設が立地している音更市街地、そして十勝川のほとりで温泉が有名となっ

ている十勝川温泉市街地に集積しています。 

 

以上のような、人口集積状況や市街地の形成状況を踏まえ、「音更地区」、「木野・宝来地区」、「十

勝川温泉地区」の３つの地域区分に基づいた地域別構想を以下に策定します。なお、「音更地区」と

「木野・宝来地区」の対象範囲は、現在の市街化区域及びその周辺とし、北海道横断自動車道（道

東自動車道）と帯広北バイパスを境に北を「音更地区」、南を「木野・宝来地区」としています。 

また、「十勝川温泉地区」については、現在の市街化区域及びその周辺を対象範囲としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域区分図 

電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成 
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Ⅱ．町民懇談会の開催経緯 

 

地域別構想の見直しにあたっては、令和２年度（2020 年度）に地域ごとに町民懇談会を実施し、

町民の皆様のご意見を伺いました。説明資料を配布して参加者から意見を文書で回答いただくとい

う形式とし、令和２年（2020 年）12 月に、都市計画マスタープランと地区の課題、地域別構想

の見直し案に関する説明資料を町事務局から送付し、翌令和３年（2021 年）1 月に「意見集約シ

ート」を返送いただき、頂いた意見を地域別構想の検討材料としました。 

 

【図】町民懇談会の開催の経緯 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 1 回 資料送付 

（2020 年 12 月送付） 

説明資料  

・都市計画マスタープランとは 

・地域別構想とは 

・各地区の課題 

・地域別構想の見直し案 

意見回答 

（2021 年 1 月〆切） 

意見集約シート  

・新テーマ（案）に対する意見 

・基本目標（案）に対する意見 

・まちづくりの意見・アイデア 

第２回 資料送付 

（2021 年２月送付） 

配布資料  

・地域別構想（案） 

・パブリックコメントの予定について 

事
務
局
（
音
更
町
都
市
計
画
課
） 

町
民
参
加
者 
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Ⅲ．全体構想と地域別構想の関連 

 

地域別構想は、全体構想の都市計画マスタープランの将来像、将来像実現のための柱を受けて地

区ごとに基本方針を示しています。 

 

【図】全体構想と地域別構想の関連 
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水辺・樹林などの自然や景観を
生かした美しいまちづくり
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住みよいまちづくり

地域を大切に思う心で進める
まちづくり
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木野・宝来地区
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光資源を活用した住み

やすいまちづくり
～十勝川温泉地区～

十勝川温泉地区
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Ⅳ．地域別構想 

 

１．音更地区 

 

（１）現況 
音更地区は、音更川の西側、北海道横断自動車道の北側に位置しています。 

地区内は、役場をはじめ、総合体育館や保健センターなどの公共施設が集積し、周囲には良好な

住宅地が形成されています。また、道道音更新得線（音更中央通）沿道は商業系の土地利用が主体

となっているほか、北海道横断自動車道音更帯広インターチェンジに隣接するＩＣ工業団地では、

工業系の土地利用が図られています。 

近年は、公的施設の移転改築に伴う新たな宅地造成が行われるなど、既存市街化区域内における

土地利用の転換が始まりつつあります。また、ＩＣ工業団地の分譲率が９割を超え、小規模な区画

を残すのみとなっており、大きな面積を必要とする企業の需要にこたえられない状況となっていま

す。 

町全体の人口は、これまで増加を続けていましたが、平成 27 年（2015 年）以降は減少に転じ

ています。音更地区の人口は、町全体人口に先んじて既に減少傾向に転じており、今後いっそう減

少していくと予測されます。 

地区内の商業施設は比較的少なく、一人当たりの商業施設床面積は町全体の約 1/4 程度です。 

 

【図】音更地区の人口推移と予測      【図】2015年を基準とした人口予測 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図】一人あたりの商業施設の床面積 
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（２）町民アンケート 
令和元年度（2019 年度）に実施した町民アンケートによると、町内で住みやすい地区として「音

更地区」と答えた方は約７％でした。音更地区に住んでいる方の回答に限定しても「音更地区」を

挙げた割合は約 39％に留まり、住みやすさの評価はやや低い結果となりました。 

一方で、「現在お住まいの地区に今後も住み続けたいですか」との設問に対しては、音更地区居住

者のうち約 66％の方が「今後も住み続けたい」と回答しました。 

 

【図】町内で住みやすいと思う地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図】現在居住する地区に今後も住み続けたいか 
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日常生活の 17 項目（利便施設・環境・交通など）について、音更地区の満足度と重要度を評価

した結果を分析したものが下のグラフです。 

「満足度が低く・重要度が高い」という評価になった項目は、重点的に改善すべき分野と言えま

す。「災害」「医療・福祉」「歩道」「活気と賑わい」に関する項目が重点的に改善すべきとの傾向が

現れました。 

 

【図】重点的に改善すべき項目の分析（音更地区） 
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（３）音更地区のまちづくりのテーマ 
音更地区の特性や課題、全体構想の理念に基づき、まちづくりにあたってのテーマ（将来像）を

次のように定めます。 

 

 

 

 

音更地区では、河岸段丘、防風林、音更川など、市街地内及び周囲の自然環境に恵まれ、役場を

はじめとする行政機能のほか文教施設や運動施設も充実していることから、自然と調和した住環境

のほか工業団地もあり複合的機能を有した地域といえます。 

また、音更帯広 IC 周辺での新たな道の駅整備など産業振興に向けた取り組みが進められており、

恵まれた自然を活用するとともに、住環境と自然が調和した住みよいまちづくりを目指します。 

 

  

住環境と自然が調和した、誰もが安全・安心・快適に 

暮らせる住みよいまちづくり ～音更地区～ 
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（４）まちづくりの基本方針 
将来像の具体化に向けて、以下の基本方針を柱としたまちづくり構想を展開していきます。 

 

①豊かな自然環境と共生する健やかなまちづくり 
河岸段丘地形・防風林・河畔林・音更川など、地区における貴重な自然資源を保全し、後世に継

承します。その豊かな自然資源の中に生息するリス、ケショウヤナギなどの動植物の生息環境を守

り、人と自然が共生する環境づくりを進めます。 

また、自然を感じることのできる河川敷には、パークゴルフ場などスポーツのできる空間を確保

し、健康づくりの場として活用するほか、雄飛が丘や希望が丘では、スポーツゾーンとして、既存

運動施設の機能向上を図ります。 

 

②だれもが安心して住める安全・快適な定住環境づくり 
子供から高齢者まで誰もが安心して快適に生活できるよう、防災対策などの都市基盤・施設づく

りを進めるほか、「音更町空き地・空き家バンク制度」を活用した空き地・空き家の解消や、町有地

の有効活用など図り、定住環境づくりを進めます。 

国道 241 号については、安全に通行できるように機能性を向上させる取り組みを、国と連携し

て進めます。 

自動車交通の利便性の向上を図る一方で、高齢者をはじめとした歩行者が安全に移動できるよう、

歩道の段差解消など、人にやさしい歩道づくりを推進するほか、自動車を所有していない方の買い

物等の利便性向上のための取り組みや、公共交通の充実を図ります。 

 

③互いの思いやりを実現する町民参加のまちづくり 
人口減少が進むなか、互いに思いやり支え合う地域コミュニティを実現するため、空き家などを

活用した地域交流サロンなどの拠点づくりを進めていきます。 

また、町内会への加入促進や、町民との協働による公共施設などへの花の植栽や維持管理のほか、

ごみ拾いの実施などを推進します。 

 

④観光・工業・商業など産業振興と活力ある地域づくり 
新たな道の駅整備を契機とした観光振興のほか、新たな工業団地の確保などに取り組み、確かな

産業に基づく活力ある地域づくりを進めます。 

また、市街地の活性化に向けた取組として、事業者の事業の安定・継続に向けた支援や、事業継

承支援などを実施し、空き店舗を活用した新たな出店者への支援を引き続き実施します。 
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２．木野・宝来地区 

 

（１）現況 
木野・宝来地区は、帯広市と十勝川を挟んで北側に隣接し、音更川の西側に木野地区、東側に宝

来地区が位置しています。 

国道 241 号沿いにはショッピングセンターや飲食店などの商業施設が並び、商業系の土地利用

が中心となっているほか工業系の土地利用も見られます。その周囲は住宅地が広がっており、文化

センターなどの文教施設や、鈴蘭公園、むつみアメニティパークなどの公園のほか、医療施設が充

実した都市としての利便性の高い地域となっています。 

また、近年は、新たな商業施設の進出などもあり、近隣市町からの買い物客が増えており、これ

に伴い交通量も増加しています。 

一方、当該地区の一部は、音更川と十勝川の合流する地区に位置しており、浸水想定区域となっ

ています。 

木野・宝来地区の人口は、令和７年（2025 年）まで増加を続ける見込みですが、その後は減少

に転じると予測されます。 

 

【図】木野・宝来地区の人口推移と予測   【図】2015年を基準とした人口予測 
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（２）町民アンケート 
令和元年度（2019 年度）に実施した町民アンケートに基づき、日常生活の 17 項目（利便施設・

環境・交通など）について、居住地区の満足度と重要度を評価した結果を分析しました。「満足度が

低く・重要度が高い」という評価になった項目は、重点的に改善すべき項目と言えます。 

木野・宝来地区の各地区の「重点的に改善すべき項目」を見ると、道路は地区共通の課題となっ

ていますが、その一方で、医療、災害、防犯、バスは地区ごとに違いがある結果となっています。 

 

【図】重点的に改善すべき項目の分析（木野・宝来地区） 
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（３）木野・宝来地区のまちづくりのテーマ 
木野・宝来地区の特性や課題、全体構想の理念に基づき、まちづくりにあたってのテーマ（将来

像）を次のように定めます。 

 

 

 

 

 

 

木野・宝来地区は、開発時期が異なるいくつかの地区（緑陽台、柳町、共栄、鈴蘭、下音更、宝

来）を内包した、商業施設や医療施設などが集積した利便性の高い地区です。また、東に音更川、

南に十勝川の河川緑地が、まちの中心部には、鈴蘭公園から続く河岸段丘地形が広がるなど、自然

環境にも恵まれています。 

一方で、幹線道路等における交通安全対策や交通混雑の解消、災害に強い地域づくりのほか、地

域の実情に応じたコミュニティの活性化などが課題となっています。 

以上を踏まえ、良好な生活環境と都市機能を維持しつつ防災対策を進め、各地区にある資源や特

徴を生かした多様なまちづくりを進めます。 

 

  

良好な生活環境と利便性の高い都市機能、 

それぞれの地区の資源や特徴を生かした多様なまちづくり 

～木野・宝来地区～ 



- 57 - 

（４）まちづくりの基本方針 
将来像の具体化に向けて、以下の基本方針を柱としたまちづくり構想を展開していきます。 

 

①水辺・樹林などの自然や景観を生かした美しいまちづくり 
河川や河岸段丘などの地区の骨格となっている自然資源を保全するとともに、これらの資源を、

チェリングロードや散策路、鈴蘭公園、パークゴルフ場など河川緑地として活用し、自然を身近に

感じることができる環境の形成に努めます。 

幹線道路沿いの植樹による緑の確保・創出により緑を生かした美しいまちづくりを進めます。 

 

②利便性が高く安全・安心な住みよいまちづくり 
主要幹線道路である国道 241 号は、町内外の移動あるいは沿道に多く立地する商業施設への出

入りなどにより、交通量が多い状況にあり、交通安全や交通混雑の解消に向け、国と連携し事業を

進めます。 

また、生活道路についても、通学路の安全性向上や子供や高齢者に配慮した再整備を引き続き進

めます。 

地域によっては、生活利便施設が不足している地域や公共交通の利便性が低い地域があることか

ら、生活利便施設の誘致を引き続き関係機関に要請するとともに、バス路線の維持・確保を図り、

利便性の高い地域づくりを進めます。 

防犯面で不安視される空き家や廃屋などについては、「音更町空き地・空き家バンク制度」を活用

した対策を進めます。 

大規模な未整備未利用地については、周辺環境に配慮しながら用途転換などを含めた土地活用の

手法を検討し、その解消に努めます。 

 

③地域を大切に思う心で進めるまちづくり 
空き家を活用した地域交流サロンの発足により、コミュニティの活性化が図られている地区があ

る一方で、町内会の加入率の減少などにより、コミュニティ活動に影響が出てきている地区もあり、

各地区の特性に配慮したまちづくりを進めます。 

 

④災害に強いまちづくり 
洪水対策として、河川の治水機能の向上を図る事業を国等と連携して進めるほか、土砂災害特別

警戒区域においては急傾斜地対策事業を北海道と連携して進めます。 

防災対策については、災害に対する備えや防災意識の向上を図り、自主的な防災活動の普及のた

め、町内会等と連携しながら、自主防災組織などの育成や活動支援に努めます。 
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３．十勝川温泉地区 

 

（１）現況 
十勝川温泉地区は、十勝川のほとりに位置しています。 

地区内には北海道遺産であるモール温泉の十勝川温泉があり、温泉宿泊施設が道道帯広浦幌線沿

道に多数立地しています。 

さらに周囲には、十勝エコロジーパーク、十勝が丘公園、アクアパークの 3 つの公園、オサルシ

ナイ丘陵、十勝川、日高山脈を望む景観など、多くの自然資源に恵まれています。 

近年は、市街地の中央部に官民共同による道の駅「ガーデンスパ十勝川温泉」が整備されたほか、

平成 30 年（2018 年）4 月には、十勝川温泉観光開発計画を策定しており、同計画の観光区域で

は地域全体の観光振興に寄与する施設の立地が可能となっています。 

十勝川温泉地区の人口推移をみると、大幅な人口減少に歯止めがかかっていない状況にあります。 

 

【図】十勝川温泉地区の人口推移と予測※   【図】観光入込客数の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※過去の国勢調査結果をもとに人口推計しているため、十勝川温泉地区は極端な人口減となっていますが、令和２

年（2020 年）の国勢調査により減少率は鈍化する可能性があります。 

 

注）十勝川温泉観光開発計画 

十勝川温泉観光開発計画は、都市計画法第 34 条第２号の規定を運用するにあたり、建築物等がこれに適合して

いるものか判断するために取扱基準として位置付けしたものです。 

観光区域内で建築物等を建築する場合は、十勝川温泉観光開発計画に適合しているほか、開発許可等が必要です。 
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（２）町民アンケート 
令和元年度（2019 年度）に実施した町民アンケートにおいて、地区住民の回答の一部を紹介す

ると以下のとおりです。 

 

＜将来不安に思っていること＞ 
○バスの運行頻度が少なくなる。 

○空き家や空き地が増加し、住環境が悪化する。 

 

＜まちづくりに対するご意見＞ 
○近い将来人口が減少することから、市街地は拡大させずもっと（コンパクト）集約化すべき 

○交通機関、バス路線が少ない。 

○タクシーを使用するしかなく、運賃が高くなってしまう。 

○観光地でありながら街の活性化に不安を感じる。 

○市街地に楽しめる所がない。 
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（３）十勝川温泉地区のまちづくりのテーマ 
 

十勝川温泉地区の特性や課題、全体構想の理念に基づき、まちづくりにあたってのテーマ（将来

像）を次のように定めます。 

 

 

 

 

 

十勝川温泉地区は、観光地として四季折々のイベントを開催するとともに、市街地中心部の市街

地再生事業の実施により、新たな集客を図っています。また、交流人口の拡大を目指し、ワーケー

ションなど温泉観光の新たなビジネスモデルを構築し、道の駅の利活用や新たなスマートインター

チェンジの供用を視野に入れ、温泉街としての魅力向上を図るとともに、生活者にとっても住みや

すいまちづくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

  

魅力ある温泉街と、観光資源を活用した 

住みやすいまちづくり ～十勝川温泉地区～ 
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（４）まちづくりの基本方針 
将来像の具体化に向けて、以下の基本方針を柱としたまちづくり構想を展開していきます。 

 

①自然資源の保全、有効活用 
十勝川温泉地区は、珍しい植物性の泉質（モール温泉）で知られている“温泉”、３つの公園に代

表される“緑”、“十勝川”や日高山脈の“景観”など、様々な自然資源や観光資源に恵まれていま

す。十勝が丘公園の再整備事業や河川空間の有効活用などにより、引き続きこれらの資源の維持・

活用を進めます。 

 

②定住人口の確保に向けた基盤づくり 
地域で働く子育て世代の支援を目的として、民間企業による企業主導型保育園が開園するなど、

十勝川温泉地区で働く方の生活利便性の向上に向けた取組が進められています。 

十勝川温泉地区の人口減対策として、地区の住民や温泉街で働く方が住みたい、住み続けたいと

思えるよう、生活利便性や生活基盤の維持・向上に努めるとともに、空き家・空き地への対策など

都市環境の悪化抑制に向けた取組を推進します。 

 

③特色があり、活気のある温泉街の創出 
十勝川温泉地区では近年、道の駅「ガーデンスパ十勝川温泉」の開業や、（仮称）長流枝スマート

インターチェンジの事業化決定、十勝川温泉アクアパークの河川占用において、民間事業者などの

営業活動が可能な都市・地域再生等利用区域として指定されるなど、温泉街の集客力向上につなが

る多くのハード事業及びソフト事業が実施されています。 

これらの基盤を活用しながら、グリーンツーリズムや新たな働き方として注目される「ワーケー

ション」などへの対応などにより、観光地としての魅力向上を図ります。また、町民に対しても十

勝川温泉に足を運びたくなるようなイベントや情報発信を進めます。 
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